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免責事項
・本ラグビーワールドカップ 2019 大会前経済効果分析レポートの発行元は公益財団法人ラ
グビーワールドカップ 2019 組織委員会であり、本組織委員会に著作権が帰属します。

・本書は、一般的な参考情報の提供のみを目的に作成されており、会計、税務及びその他の
専門的なアドバイスを行うものではありません。当組織委員会は、本書記載の情報の正確
性・確実性を保証するものではなく、皆様が本書を利用したことにより被ったいかなる損
害についても、一切の責任を負いません。本書の内容について具体的なアドバイスが必要
な場合は、個別に専門家にご相談ください。

・本レポートにおける経済効果分析は、（委託者）公益財団法人ラグビーワールドカップ
2019 組織委員会ならびに（受託者）新日本有限責任監査法人の間での業務委託契約に
基づき、2019 年に日本で予定している「ラグビーワールドカップ 2019」の大会開催によ
る日本国内の社会経済活動への効果を分析することを目的とし、同監査法人が作成支援を
行い、本組織委員会がラグビーワールドカップ 2019の経済効果分析結果をまとめたもの
です。

・金額の単位未満の処理に関し、資料によっては四捨五入、切り捨て等様々で、本レポート
上も関連する金額の間に端数処理差額が生じる場合があります。

※決勝戦を実施する都市、震災から復興する都市を含めて、異なる地域から対象
を選びました。
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01 大会開催による経済効果

経済効果分析について
ラグビーワールドカップ2019TM
大会前経済効果分析レポートの目的
ラグビーワールドカップ TM は最大規模の世界的スポーツイベント
の一つであることからさまざまな経済効果が期待されています。
ラグビーワールドカップ 2019 における経済効果を予測し、開催
都市等の地方自治体や企業の関係者が大会の活用方法を検討する
ための情報提供を目的に、大会前経済効果分析レポートを作成
しました。

本レポートでは、第一回以降の大会の発展を振り返り、日本での
開催で期待される経済効果を示すとともに、経済効果を上げるための
ポイントを説明します。また、3つの開催都市での実際の取り組みを
ケーススタディとして紹介します。なお、この分析には大会前並びに
大会中の経済効果を対象にしており、大会後の経済効果は含まれて
おりません。

この経済効果分析では、まず、スタジアム等のインフラ整備、大会
運営、観客による消費需要増加額を積み上げ、次に産業連関分析を用
いて第一次・第二次間接効果を含めた経済効果を試算しております。

なお、試算は 2017年９月現在における情報や想定に基づくもので
あり、今後の開催計画の展開、経済環境の動き等によって大きく変動
する可能性があります。

経済効果分析の手法

当試算で採用した経済効果分析のフレームワーク

分析のフローチャート

直接効果 第一次間接効果 第二次間接効果

大会開催前の準備段階
●スタジアム等インフラ整備
費用
●大会運営費用

日本のサプライチェーン全体
を通じた需要拡大 雇用増加による消費拡大

大会期間中
●大会運営費用
●国内客による消費
●訪日外国人客による消費

需要増加額 サプライチェーンを通じた
生産誘発額 /付加価値誘発額

雇用増加を通じた
生産誘発額 /付加価値誘発額

サプライチェーンを通じた誘発効果（直接効果＋第一次間接効果） 雇用増加を通じた誘発効果（第二次間接効果）
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　第二次間接効果まで算定

需要増加額（直接効果）

スタジアム等インフラ投資

大会運営費用

国内客による消費

訪日外国人客による消費
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1987年に初開催されたラグビーワールドカップは、その規模や
認知が拡大し、世界中のラグビーファンは開催に合わせ、数週間も
の間、開催国に滞在することも珍しくありません。また、開催国※

1にとっては、海外からの観戦客の獲得、インフラ整備や大会活用
の仕方によっては、大会時のみならず、大会後にも継続的な経済
効果を創出する機会となります。
日本で開催される2019 年の大会では、同じアジア太平洋地域
のニュージーランドにおいて開催された 2011年大会を超える延べ
180万人にのぼるファンが、スタジアムで観戦する可能性がありま
す。それにより40万人に達する可能性がある海外からの訪日外国
人客の観光などの支出が、開催都市を中心とする国内各地の経済
活性化につながります。海外からの観客による直接効果の合計額
は、1,057億円（7.2 億ポンド※2）に上ると予想されます。

大会開催に当たってのインフラ投資額は、400 億円（2.7億ポン
ド）を上回ると見込まれます。また、国際的な注目が集まることが
見込まれるため、大会後にも世界各国からの旅行者や企業を呼び
込むきっかけとなることが期待されます。
全体として 2019 年の大会の日本における経済波及効果は
4,372 億円（29.7億ポンド） 、GDP 増加分（付加価値誘発額）
は 2,166 億円（14.7億ポンド） 、さらに、関連する税収拡大効果
は 216 億円（1.5 億ポンド） 、雇用創出効果は 25,000人に上る
と予想されます。
また、大会後の経済効果を見据えた取組みの実施により、本大
会による経済効果はさらに増大すると考えられます。

経済効果分析結果の概要

※1  ラグビーワールドカップを開催する主体は国のラグビー統括団体ですが、　本レポートでは読者が理解しやすいよう便宜的に開催国という表現を使用します。
※2  本レポートにおける英国ポンド換算にあたっては、1ポンド＝147.12 円（2016 年購買力平価（OECD 統計））としています。

税収拡大効果

216億円
（1.5億ポンド）

雇用創出効果

25,000人

大会を目的にした
訪日外国人客

40万人

第一次間接効果
1,565億円
（10.6億ポンド）

第二次間接効果
890億円
（6.1億ポンド）

直接効果
1,917億円
（13.0億ポンド）

経済波及効果　4,372億円（29.7億ポンド）

GDP増加分　2,166億円（14.7億ポンド）
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01 大会開催による経済効果

数字から見るラグビーワールドカップTM

世界で高まり続けるラグビーワールドカップ人気

1987年の第1回大会の参加チーム
数は16でした。第９回となる2019
年の大会には73チームが参加します。
※第1回大会では本大会に参加するための予選が行われ
ませんでした。

2018年1月時点で、121協会（右欄
に地域別内訳）、6地域団体がワー
ルドラグビーに加盟しています。

チケット販売枚数は1987年第1回
大会では 60万枚でしたが、2015
年の大会では史上最高の247 万枚
を記録しました。

1987年第1回大会では 2.3 億人で
したが、大会の認知度が世界的に
高まり、2015 年の第８回大会では
40 億人が視聴したと推定されてい
ます。

ラグビーワールドカップは、単独競技のスポーツイベントとして
FIFAワールドカップに次ぐ有料入場者数を誇ります。また、大会
期間も長く2019 年の大会は 44日間にわたり、他の大会を大き
く上回ります。FIFAワールドカップは通常32日間、夏季オリンピッ
クは通常１７日間です。

予選を含む
大会参加チームが
大幅に増加

ワールドラグビー
加盟協会の増加

大会観戦者数が
大幅に増加

テレビ視聴者数が
大幅に増加

オリンピック、FIFAワールドカップに次ぐ、
大型スポーツイベント

1987年

16チーム

1987年

60万枚

1987年

2.3億人

2019年

73チーム

2015年

247万枚

2015年

40億人

アフリカ	 23
アジア	 22
ヨーロッパ	 41
北米	 13
南米	 10
オセアニア	 12

2012年ロンドンオリンピック・パラリンピック競技大会
2014 FIFA ワールドカップ ブラジル大会
2006 FIFA ワールドカップ ドイツ大会

2010 FIFA ワールドカップ 南アフリカ大会
ラグビーワールドカップ2015 イングランド大会
ラグビーワールドカップ2007 フランス大会

ラグビーワールドカップ2019 日本大会
ラグビーワールドカップ2011 ニュージーランド大会

2015クリケットワールドカップ
2017ワールドベースボールクラシック

入場者数

247万人

219万人

147万人
150万人～180万人（予測）
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札幌市

札幌ドーム

岩手県 釡石市

釡石鵜住居復興スタジアム（仮称）

東京都

東京スタジアム

神奈川県 横浜市

横浜国際総合競技場

大阪府 東大阪市

東大阪市花園ラグビー場

大分県

大分スポーツ公園総合競技場

福岡県 福岡市

東平尾公園博多の森球技場

熊本県 熊本市

熊本県民総合運動公園陸上競技場

静岡県

小笠山総合運動公園エコパスタジアム

埼玉県 熊谷市

熊谷ラグビー場

愛知県 豊田市

豊田スタジアム

神戸市

神戸市御崎公園球技場

ラグビーワールドカップ2019TM の開催都市（試合開催会場）と
大会規模を表す主な数値
ラグビーワールドカップ 2019は、北海道から九州までの全国12都市12
会場で開催されます。こうした地域的な広がりは、経済効果の影響が広く共
有されることを意味します。
また、大会では、10,000人規模のボランティアスタッフがスタジアムでの
試合運営補助役や市街地でのサポーターガイド役等を務める予定です。

実施試合数
48試合

参加チーム数
20チーム

大会開催期間
44日間

開催都市
12都市

試合開催会場
12会場

ファンゾーン
各都市 1ヵ所

以上

公認チーム
キャンプ地
応募 76ヵ所

大会ボランティア
10,000人規模
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本大会の開催準備期間から大会期間における経済波及効果並びにGDP増加分について説明します。経済波及
効果とGDP増加分は直接効果（内訳含む）、第一次間接効果、第二次間接効果で構成されています。以下、そ
の具体的な経済効果の内容をご紹介します。

経済効果の内訳

スタジアム等
インフラ整備費用
経済波及効果
400億円 （2.7億ポンド）

GDP 増加分
181億円 （1.2億ポンド）

スタジアムのグラウンド、スタン
ド、照明、更衣室、アンチドー
ピングルームなどの諸室の設置・
改修費用などによる経済効果を
表しています。

大会運営費用　

経済波及効果
300億円 （2.0億ポンド）

GDP 増加分
208億円 （1.4億ポンド）

スタジアムなどの会場運営、大
会出場チーム、大会ゲスト、メ
ディアなどに提供するサービスに
伴う支出などによる経済効果を
表しています。

国内客による消費

経済波及効果
160億円 （1.1億ポンド）

GDP 増加分
78億円 （0.5億ポンド）

国内客によるスタジアム、ファン
ゾーン、ホスピタリティプログラ
ムをはじめ、市街地や観光地で
の消費による経済効果を表して
います。

訪日外国人客による消費

経済波及効果
1,057億円 （7.2億ポンド）

GDP 増加分
522億円 （3.6億ポンド）

大会を目的とした訪日外国人客
によるスタジアム、ファンゾーン、
ホスピタリティプログラムをはじ
め、市街地や観光地での消費に
よる経済効果を表しています。

直接効果の内訳

開催準備期間から大会期間における、スタ
ジアム等インフラ整備費用、大会運営費用、
国内客による消費、訪日外国人客による消
費がもたらす経済効果を表しています。

開催準備期間から大会期間における、日本
のサプライチェーン全体を通じた需要拡大
効果を表しています。

開催準備期間から大会期間における、雇用
増加による消費拡大を表しています。

経済波及効果

1,917億円
（13.0億ポンド）

経済波及効果

4,372億円
（29.7億ポンド）

GDP増加分

2,166億円
（14.7億ポンド）

直接効果 第一次間接効果 第二次間接効果

経済波及効果

1,565億円
（10.6億ポンド）

経済波及効果

890億円
（6.1億ポンド）

GDP 増加分

988億円
（6.7億ポンド）

GDP 増加分

725億円
（4.9億ポンド）

GDP 増加分

453億円
（3.1億ポンド）

※おおまかな中間推定値

※第一次間接効果並びに第二次間接効果は計算による数値のため、内訳はございません。

※おおまかな中間推定値
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本大会開催時の経済効果を高めるための主なポイントをご紹介します。「インバウンドの観戦客の誘引」、「訪日
外国人客の滞在日数の長期化」、「訪日外国人客の滞在中の消費刺激」、「産品自給率の向上」、「税収の拡大」な
どにおける取組みが開催国・都市における経済効果の拡大につながると考えられます。

有効な経済効果拡大策

開催都市のメリットの1つとして、海外又は国内他地域
から多くの人々が訪問することで、開催都市やその近郊で
消費（飲食代、ホテル代、交通費等）が増大し、雇用創出
につながることが考えられます。
しかし、国内からの訪問客による消費は、他で使われる
はずだったお金をラグビー観戦に使うという面があります。
そのため、日本全体の視点では、いかにして海外の人々を
呼び込み、楽しんでもらえるかがカギとなります。
外国人客にとって、「言葉が通じない」ことは心配事の1
つであると考えられます。したがって、大会の開催を機に
街中やホテル、お店等での英語表記の整備を行うことで、
海外の人々から「滞在しやすい都市」との印象を持ってもら
えれば、大会開催中の滞在期間の延長や良い評判の拡散、
新たな旅行者の獲得にもつながると考えられます。
今は SNS 等により個人が容易に意見や感想を世界中に
発信できるため、海外に情報発信をする外国人客の影響力
は計り知れません。海外からの来訪者に対するおもてなし
が、開催都市の経済効果の拡大継続につながります。

海外又は国内他地域から多くの人々が訪れ、滞在すると、
開催都市における経済効果の拡大が見込まれます。しかし、
域外の産品が消費される場合、その経済効果の一部は域
外に流れてしまい、その開催都市の経済効果は小さくなり
ます。つまり、産品の自給率向上を目指した取り組みが大
会期間中の経済効果拡大に寄与するとともに、大会後にお
ける開催都市の経済効果拡大にもつながります。

海外や国内他地域から開催都市を訪れる人々の消費によ
り経済効果が拡大し、雇用が創出され、それに伴う所得税
等による税収の拡大が見込まれます。そのためには多くの
人を開催都市に呼び込み、滞在日数の長期化を促すための
インフラ整備や施策が効果的です。

ラグビーワールドカップ TM の特徴として長い開催期間が
あげられます。オリンピックの開催期間が半月程度である
点に対して、ラグビーワールドカップの開催期間は１カ月半
に及び、勝ち残るチームのファンは滞在が長期化します。
また、遠い国からの観戦客ほど長期化する傾向があり、長
い場合には数週間滞在することもあります。
大会を目的にした訪日外国人客が1日滞在することで平
均2万円の支出があると考えられているため、その滞在は
高い効果をもたらします。
例えば、応援するチームの次の試合が別の都市で組まれ
ていても、次の試合までの間（通常３～７日間）、外国人客
を留めるための観光プログラムを提供することなど、外国
人客が滞在しやすい環境を整備することが優位に働くと考
えられます。

ラグビーワールドカップを観戦に訪日する外国人客は長
期滞在の傾向にあり、開催都市等の観光地巡りが消費の
中心になると考えられます。しかし、訪日外国人客にとって、
英語環境が未整備の観光地を移動することは容易ではあり
ません。そのため、開催都市での観光ツアーや複数の開催
都市が連携した旅行ツアーを準備することなども、訪日外
国人客の滞在日数を延ばし消費刺激につながる対応策の１
つとなり得ます。

インバウンドの
観戦客の誘引

産品自給率の向上

税収の拡大

訪日外国人客の
滞在日数の長期化

訪日外国人客の
滞在中の消費刺激
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岩手県・釜石市

02 ケーススタディ

岩手県・釜石市の特徴
多くの県民・市民に支えられ、岩手県・釜石市は 4 年に1
度のラグビーワールドカップ 2019TM の開催都市に選ばれま
した。もともと岩手県・釜石市はラグビーが盛んなまち。地
元チームの新日鐵釜石製鉄所ラグビー部（現釜石シーウェイ
ブスRFC）は日本ラグビー史上、前人未到の日本選手権 7
連覇を成し遂げ、数多くの伝説を築き上げました。彼らは県民・
市民はもちろん、日本ラグビーファンの憧れであり誇りでした。
栄光を受け継いだラガーマンたちは、震災を乗り越え、未来
につなぐ地域の希望を担い、新たな伝説を作るために活動を
続けています。
また、釜石市は古くから製鉄業が盛んに行われ、1858 年1

月15日（安政4 年12月1日）、日本で初めて洋式高炉による
鉄の連続生産に成功し、幕末期から明治時代にかけて日本の
近代製鉄産業を支えてきました。当時、日本最大の製鉄所だっ
た「橋野鉄鉱山」は2015 年 7月、「明治日本の産業革命遺産」
の構成資産としてユネスコ世界文化遺産に登録されました。

釜石鵜住居復興スタジアム（仮称）
釜石鵜住居復興スタジアム（仮称）は、ラグビーワールド
カップ 2019 開催12都市において唯一新設されるスタジア
ムです。東日本大震災の津波で被災した校舎が、安全な高台
に移転することとなっていた旧鵜住居小学校と釜石東中学校
の跡地を5メートルかさ上げし、来年7月の完成を目指し、
建設が進んでいます。震災時、児童・生徒達が率先して高台
に避難し、多くの命が助かった事例が、防災教育の成果の一
つとして広く世界に知られている場所でもあります。座席数
16,000 席（常設席約 6,000 席、仮設席約10,000 席）は
開催都市で最も小さなスタジアムとなりますが、岩手・釜石
らしいおもてなしで国内外からの観戦者をお迎えします。本
スタジアムでのプール戦には、フィジー代表、ウルグアイ代表、
アフリカ地区代表、敗者復活予選優勝チームが登場します。

開催概要 大会開催を通じた地域活性化 に向けた計画
ラグビーワールドカップ 2019の釜石開催は、東日本
大震災の津波の際に世界中から頂いた支援への感謝を伝
えるとともに、復興の姿を発信するための絶好の機会と
なります。
岩手県・釜石市は、ラグビーの街「釜石 “KAMAISHI”」
の名をここに集う人々や世界中の方々の心に刻み、ラグ
ビーワールドカップ 2019の釜石開催を契機に創造され
る多様なレガシーを次世代の子供達のために継承し、地
域の一層の発展へと繋げていく大きな役割を担っていま
す。 

ユネスコ世界文化遺産「橋野鉄鉱山」三番高炉跡

釜石鵜住居復興スタジアム（仮称）の完成イメージ

海のまち釜石市ならではの壮大な祭典「曳き船まつり」
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Iwate Prefecture, 
Kamaishi City

主な取組み

大会開催を通じた地域活性化 に向けた計画

釜石市には、大規模な国際スポーツイベントを開催できるスポーツ施設が無く、新
たに大規模なスポーツ施設を整備する必要がありました。
スタジアムを整備している鵜住居運動公園は、「楕円形（ラグビーボール型）の地形
がつくる丘の風景」をコンセプトとし、河川や公園を望む憩いのエリア、イベント時に
は観覧場としても機能する緑の丘などが配置されています。
これらは、釜石市の将来像を見据え、財政的に持続可能な施設とするとともに、ラ
グビーワールドカップ 2019 開催後の多様な公園利用を想定し、大規模イベントの開
催に対応できる施設でありつつ、市民が日常的に利用できる交流拠点として、永く地
域に親しまれる公園を目指しています。

多言語通訳・翻訳アプリケーションを備えた情報端末を整備し、釜石観光物産協会
を中心に地域住民のボランティアで構成する「釜石観光ボランティアガイド会」や民間
事業者等との連携で外国人来訪者案内時に活用し、市民との協働でインバウンド向け
ガイド機能の強化や交通アクセスの向上に繋がる環境整備に取り組んでいます。
また、観光スポットや商業施設等に、外国人訪問者に応じた多言語表示が可能な
電子案内板を配備することで、インバウンド向けの案内機能の強化で利便性、満足度
の向上を実現するとともに、施設間の相互誘導機能で周遊性の相乗効果を生み出し、
地域の魅力を効果的に伝える環境整備に取り組んでいます。

「末永く地域に親しまれるスタジアム整備」

「ICT 技術を活用したインバウンド誘客」

鵜住居運動公園・釜石鵜住居復興スタジアム（仮称）活用ビジョン

「行きたくなる」スタジアムへ

「参加したくなる」スタジアムへ

「忘れられない」スタジアムへ

国際的な試合を誘致することで、国内のみならず、
国外からの誘客も可能にするスタジアムへ

様々な世代に参加する機会を提供し、
自らが参画したくなるようなスタジアムへ

震災の記憶を忘れることなく、
復興のシンボルとして被災地の象徴となるべく、忘れられないスタジアムへ

鵜住居運動公園の完成イメージ

釜石市の郷土芸能「虎舞」
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神奈川県・横浜市

02 ケーススタディ

神奈川県・横浜市の特徴
ラグビーワールドカップ 2019™の決勝戦が開催される横
浜は、19 世紀末の開港以来、海外との玄関口として、経済
や文化の交流の歴史を重ね、日本の近代化をけん引するとと
もに、活気ある国際都市として成長してきました。現在は、
ハンガリーやニュージーランドに匹敵する経済力と 370万人
以上の人口を有する日本最大の市に発展しました。
また、神奈川県には、横浜からほど近いところに鎌倉や小
田原、箱根などの名所が存在します。12 世紀末に源頼朝が
幕府を開いた鎌倉は、13世紀代に全盛期を迎え、政治、軍
事、外交、文化など、あらゆる面で日本の中心地となりました。
今日でも、社寺などに、当時繁栄を誇った歴史と文化が伝え
られています。

横浜国際総合競技場で決勝戦開催
横浜国際総合競技場は、今後の開催予定を含め、オリンピッ
ク、FIFAワールドカップ、ラグビーワールドカップ™の世界
三大スポーツ大会の開催実績を持つことになる、世界でもほ
とんど例のない競技場です。
プール戦には、ニュージーランド代表、南アフリカ代表、
アイルランド代表、スコットランド代表、イングランド代表、
フランス代表、日本代表が登場します。そして、準決勝及び
決勝戦がこの横浜国際総合競技場で開催されます。
本競技場は、東海道新幹線をはじめ、JR横浜線、横浜市
営地下鉄の停車駅となる新横浜駅から徒歩12～14分、JR
小机駅から徒歩10分と交通の便がよく、試合前後の観光や
ショッピング、食事にも利便性が高い場所にあります。また、
本競技場の座席数は約7万2千席と国内最大です。観客席
は4分の3が屋根に覆われ、両サイド2基の大型映像装置、
528台のスピーカーにより、観客は高い臨場感を体験できます。

開催概要

神奈川県

横浜市

大会開催を通じた地域活性化 に向けた計画

計画概要

大会を契機としたかながわプログラム

神奈川県のおもてなし

神奈川から魅せる文化

国際観光地としての魅力向上

大会開催を契機としたスポーツ振興
※「ラグビーワールドカップ 2019TM 及び東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大
会推進かながわアクションプログラム」より抜粋

取組の４つの柱

両大会の成功に向けてオール横浜でおもてなし

文化芸術の創造性を生かしたまちづくり

スポーツを通じて横浜を元気に

横浜を世界に魅せる
※「ラグビーワールドカップ 2019TM 及び東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大
会推進かながわアクションプログラム」より抜粋

『ラグビーワールドカップ2019™及び東京2020オリ
ンピック・パラリンピック競技大会推進かながわアクショ
ンプログラム』
ラグビーワールドカップ 2019及び東京 2020オリン
ピック・パラリンピック競技大会を成功させるとともに、
神奈川の魅力を発信し、神奈川から両大会を盛り上げて
いくため、「大会を契機としたかながわプログラム」など
を作成しました。

『ラグビーワールドカップ 2019™　東京 2020オリン
ピック・パラリンピックに向けた横浜ビジョン』

～横浜のさらなる飛躍とレガシーの創造～

ラグビーワールドカップとオリンピック・パラリンピッ
クという２つの世界的なイベントが２年連続で開催され、
世界の注目が集まるこの大きなチャンスを生かし、横浜
の魅力・活力を世界に発信していくため、両大会に向け
た横浜市の「基本姿勢」や「取組の柱」、「取組から生ま
れるレガシー」などを取りまとめました。
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Kanagawa Prefecture, 
Yokohama City

神奈川県では、2016 年 6月に、行政や経済団体など52の団体・企業が参加した「神
奈川県観光魅力創造協議会」を設立し、官民が連携し、ラグビーワールドカップの観
戦者に県内各地を観光していただくため、多彩な1000 本の周遊ツアーの企画・商品
化に取り組んでいます。
この取組みでは、既存の観光地に加え、ガイドブックに載っていない新たな観光資
源を県内全域から多数発掘し、それらを魅力ある観光資源に磨き上げ、モデルルート
の作成やツアー商品化するための商談会を開催しています。
また、これらの観光資源やモデルルートは、県の外国語観光情報ウェブサイト「Tokyo Day Trip - Kanagawa Travel Info -」で海
外に向け発信しています。
今後とも、世界中のラグビーファンに向け、オール神奈川で、本県の観光魅力をPRし、来日する多くの「観戦者」に、県内を周遊する「観
光客」になっていただくよう取り組んでいきます。
※国際観光地としての魅力向上
　 観光客誘致
　 「県内を周遊するツアー等の企画・商品化」

横浜市では、2017年に、スポーツイベントを支えるボランティアの継続的な活動
を支援する「横浜市スポーツボランティアセンター」が立ち上がりました。センターで
はシステムに登録していただいた方に「横浜マラソン」や 「世界トライアスロンシリー
ズ横浜大会」 等、市内で開催される大規模スポーツイベントのボランティア情報を提
供するほか、スキルアップにつながる研修会や講習会を行うなど、多くの方が積極的
にスポーツボランティア活動に関われるよう支援していきます。
今大会において、“おもてなし”の一翼を担うボランティアとして活躍された方々には、
その経験を活かし、オリンピック・パラリンピックのほか、さらに活躍していただける
よう横浜市スポーツボランティアセンターと連携していきます。
※両大会の成功に向けてオール横浜でおもてなし
　来訪者をおもてなしするボランティアの育成・活用に向けた取組み
　「都市ボランティアの育成・活用」

主な取組み

「ラグビーワールドカップ観戦者に向けた1000本ツアー」

「横浜ならではの “おもてなし”を実現するボランティア」

神奈川県

横浜市

横浜市では、大規模スポーツイベントの開催をきっかけに、横浜への関⼼を⾼め、
将来的な来訪者を⾒据えた都市ブランディングを強化することを目的に、海外に向け
たプロモーションを展開しています。平成 28年度は、英国を対象に、CNNのWEB
サイトとインスタグラムで、ラグビーワールドカップ 2019 決勝戦の開催都市として、
横浜の魅力を直感的に感じることのできる15秒のプロモーション動画を配信しました。
今後も大会開催を契機に、文化芸術創造都市、環境未来都市、世界に開かれた国
際都市、ビジネスチャンスあふれる都市など、横浜が持つ様々な魅力を世界に魅せて
いきます。
※横浜を世界に魅せる
   インバウンド対応強化など千客万来のまちづくり
   「シティプロモーションの展開」

「CNNのWEBサイトで横浜のプロモーション動画を配信」横浜市

大会開催を通じた地域活性化 に向けた計画
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02 ケーススタディ

熊本県・熊本市

熊本県・熊本市の特徴
熊本は、千年の営みにより維持されている阿蘇の草原、世
界文化遺産の万田港、三角西港、世界文化遺産登録を目指
す崎津集落、ユネスコ無形文化遺産の八代妙見祭など、美
しい自然・景観、歴史、文化を有しています。また、トマト、
すいか、阿蘇のあか牛、車エビなど「くまもとの赤」をイメー
ジさせる豊富な農林水産物が生産されています。
2016 年 4月14日と16日、二度にわたり震度７の地震
が熊本を襲い、多くの尊い命が失われました。また、建物倒
壊や土砂災害など大きな被害が発生しました。現在、県民の
総力を結集し、熊本地震からの創造的復興に取り組んでいま
す。この震災復興の1つのマイルストーンとなるラグビーワー
ルドカップ 2019TM 及び 2019 女子ハンドボール世界選手権
大会の成功に向け、様々な取り組みが進んでいます。

熊本県民総合運動公園陸上競技場
2017年 6月、熊本地震復興支援ラグビー日本代表戦（対
ルーマニア）が当競技場で行われました。熊本で行われた初
の日本代表戦ということもあり、18,585人もの観客が来場
し、会場は大いに盛り上がりました。また、当会場はプレー
した選手や大会役員から高い評価をいただき、ラグビーワー
ルドカップ 2015日本代表キャプテンを務めたリーチ マイケ
ル選手からは、「芝の状態が今まで日本代表で行った試合の
中で一番よかった」とのコメントをいただきました。
本競技場でのプール戦には、フランス代表、トンガ代表、
ウェールズ代表、ウルグアイ代表が登場します。

くまもとフリーWi-Fi
熊本県内の主な交通拠点や公共施設等に
おいて、県と各施設が連携・協力して無線
LAN環境（ 「くまもとフリーWi-Fi」）を整備し、各施設が広
く利用者に対して無線 LANサービスの提供を行っています。

開催概要 大会開催を通じた地域活性化 に向けた計画

計画概要

取組の４つの方向性 

震災からの復興の姿発信

スポーツの普及と振興

インバウンド観光の推進

国際交流の促進

1.	 国際スポーツ大会の成功と東京オリンピック・
パラリンピックキャンプ誘致実現

2.	国内・世界で活躍する熊本のトップアスリート
の養成

3.	誰もが生涯、スポーツを楽しめる環境の整備

1.	 リピーターの獲得及び FIT※化に対応した取組み

2.	スポーツツーリズムの発展と定着

1.	 来熊する各国チームとの直接交流の促進

2.	訪問者が気軽に熊本の文化と触れ合う機会の
創出

※ Foreign Independent Tour: 団体旅行やパッケージツアーを利用しない個人旅行者

※「レガシープログラム くまもとハロープログラム」より抜粋
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Kumamoto Prefecture,
 Kumamoto City

熊本県民総合運動公園陸上競技場は、震災時、緊急食糧の保管、仕分け・配送の
拠点として機能するともに、被災後約 3か月余りに渡り、被災した住民の避難場所と
して利用されました。また、競技場自体も一部施設が被災し修理が必要な状況となり
ました。県は「熊本地震からの復旧・復興プラン」に示された「創造的復興」のコンセ
プトのもと、大会の成功に向け、国際試合の開催が可能となる競技場への改修及び施
設整備を実施しています。具体的には、国内でも数少ない17mゴールポストへの更新、
トレーニングジム機器の更新・増設、更衣室等の全面改装、アンチドーピングルーム
の改修、スタンド照明の高照度化、現在1面設置されている大型ビジョンを2面に増設、
観客席の一部改修等、競技場の機能向上や改修を実施する予定になっています。
※スポーツの普及と振興
　誰もが生涯、スポーツを楽しめる環境の整備
　「被災したスポーツ施設の創造的復興、施設の近代化、ユニバーサルデザインに配慮した国際水準に向けた施設整備」

九州では熊本をはじめ、福岡、大分の3か所で試合が開催され、観戦客の九州内
周遊・滞在を促すため、九州観光推進機構や各県と連携し、近隣県の観光資源を一
体的に取り込んだ周遊観光商品の企画や開発、プロモーションを行います。また、３
つの開催地は連携を密にし、大会開催の機運醸成や効果的な情報発信等の実現のた
め、ラグビーワールドカップ 2019九州開催3県知事・市長会議を開催し、「ラグビー
ワールドカップ 2019成功に向けた九州開催宣言」を採択しました。この中では、例
えば、3会場県・市を繋ぐ交通環境を整えること、また、アジアに近く交流実績の豊
富な 3県が連携し様々な機会を捉えて、アジアを事はじめとする海外からの誘致活動
に取り組んでいくこととしています。
※インバウンド観光の推進
　 リピーターの獲得及び FIT化に対応した取組み
　 「多様化するニーズに応じた観光素材の磨き上げと九州各県と連携した周遊ルートの開発、情報発信」

特別な対応を必要とする多く旅行者の受け入れを円滑に行い、これらの旅行者の満
足度が向上するよう、「マインドセット＝心のバリアフリー化」を含むおもてなし力の
向上が必要になります。例えば、外国人に対するおもてなし力向上のため旅館や飲食
店に対して従前より実施されている「おもてなし講座」に加えて、県民・企業・団体等
に対してe-learning や冊子による英語や異文化理解に関する研修を実施します。ま
た、スポーツの見学や体験、疑似体験、アールブリュット展等の文化活動支援等、多
面的な経験を通じて、特別な対応を必要とする方に対するおもてなし力の向上を目指
します。加えて、会場周辺や主要観光地におけるバリアフリー情報の収集や周知を行
います。
※国際交流の促進
　来熊する各国チームとの直接交流の促進
　「世界の多様性への理解の深化」

主な取組み

「被災した施設の創造的復興と国際水準に向けた施設整備」

「大会を契機とした九州が一体となったインバウンド振興」

「心のバリアフリーを含むおもてなし力の向上」

大会開催を通じた地域活性化 に向けた計画

熊本県民総合運動公園陸上競技場と17mポール

ラグビーワールドカップ 2019 九州開催 3県知事・市
長会議

県内で開催されているおもてなし講座
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